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１． 研究課題注 1)  

人工知能を始めとした情報化技術の急速の進歩や、社会の複雑化に伴う多様な入札契約方式の導

入など建築産業を取り巻く環境が大きく変化している。このような社会環境の変化に合わせるため

に、建築産業全体で BIM(Building Information Modeling)や VDC（Virtual Design and Construction）

の導入などの ICT 技術を通じた生産性向上の取組みや、プレゼンテーション方法の工夫による発注

者と受注者間での共同作業による質の高い建築物を実現する仕組みの実現が図られている。本プロ

ジェクトにおいては、BIM の普及に伴う建築プロジェクトの実施方法の変化に関する現状調査を実

施した上で、基本計画、基本設計、実施設計、施工、運用、解体に至る建築物のライフサイクル全

般における建築プロジェクトのあるべき姿について研究を行う。本プロジェクト研究で扱う課題は

以下の 5つのテーマである。 

 (1) BIM データに基づく施工シミュレーション手法について 

 (2) 複雑化する建築物の発注と運用に関する発注者への支援手法について 

 (3) 施工 BIM と FM-BIM の連携について 

 (4) 建築物の施設マネジメントについて 

 (5) 建築物の Whole-life cost について 

 

２． 主な研究成果１ ―BIM を活用した不動産管理情報の可視化に関する研究― 

我が国において BIM を不動産管理に活用する事例

は少ない現状がある。不動産管理においては不動産

に関する情報が文字、数値情報として管理されてい

る。そこで、不動産管理において BIM を活用する際、

不動産管理情報を BIM と紐づけることが有力である

と考えられる。本研究においては BIM の３次元モデ

ルによる可視化に着目した。不動産管理情報の数値

情報をもとに BIM を着色することによって不動産管

理情報を可視化する手法を考案した。図 1 に不動産

管理情報をもとに BIM に着色する手法の一覧を示

す。数値の反映では例えば、プロット法ではプロッ

トの大きさを数値の大きさに比例させて大きくす

る。本研究では日常修繕がなされた回数を事例に各

手法を実践し不動産管理情報をBIMに反映するに適

した手法は何かを考察した。4 つの手法の中で、床

面着色法が視認しやすいと考察を行い、さらに床面着色法において用いる色の種類は何種類かを検

討し、3色を使った床面着色法が不動産管理情報を BIM に反映するに適していると結論を得た。 

図 1 不動産管理情報の BIM における表示

手法の一覧 1) 



 

３． 主な研究成果２ ―深層学習を用いた紙図面の認識に関する研究― 

 既存建築物では BIM がなく、紙図面のみの場合

が多い。そこで、紙図面を認識しベクトルデータ

化することができれば CAD で扱うことが可能にな

り、BIM の自動作成への足掛かりとすることが考

えられる。紙図面の認識から BIM モデルの作成ま

での構成を図 2 に示す。本研究では深層強化学

習を用いて紙図面における線分を建築部位ごと

に判別する手法を考案した。建築部位ごとに判別し、分類することで紙図面をベクトルデータ化す

る際、建築部位ごとのレイヤーに分かれた線データへ変換することが可能になる。レイヤー分けさ

れた線データを用いることでアルゴリズムを用いて自動的にBIMモデルを作成することが可能にな

る。本研究では Watershed アルゴリズムを用いて目的の部材の手書きの線を抽出することによって

手書きの線データを判定、分類する手法を考案した。深層強化学習では判定領域ごとにその部材で

ある確率を算出する。その際、各ピクセルは重複して判定されるようにし、複数回判定された結果

の確率を算出する。複数回判定することでその部位が少々映ったのみのピクセルの誤判定を防ぐこ

とが可能となる。一定の確率を超える部分を該当箇所と判定することで精度の高い判定、分類を可

能にした。 

 

４． 不動産管理 BIM と不動産管理クラウドの連携に関する研究 

 前年度に引き続き都内大型商業施設を対象とした不動産管理 BIM データの作成を行った。2022 年

度においては不動産管理クラウドと連携する際、BIM オブジェクトの名前を参照することから BIM

オブジェクトの命名法則を決定した。不動産管理においては抽象化して作成される建築空間内部に

おけるオブジェクト単位で管理を行う。そのため、全ての管理のため作成されるオブジェクトには

規則的な命名を行う必要がある。本研究では主要構造物、居室区間、空調機器、メーター、配管に

ついて考察を行い、命名法則を決定した。例えば、階数、接する X軸および Y軸によって命名する

という要領による命名法則を考案した。また、BIM において不動産管理に用いないオブジェクトを

考察し、そのオブジェクトについては命名を行わないということを決定した。具体的には主要構造

物については不動産管理においては居室空間に対する管理となり、直接的な管理が存在しないため

命名しないと決定した。 

 

注 

注1) 研究課題については、研究テーマに変化がないため、2021 年度報告書と同様の内容となっ

ている。 
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6.2  総説・著書 

1) 石田航星 

 

７． 研究活動の課題と展望 

2022 年度においては、新築プロジェクトにおける BIM の活用方法に加え、ファシリティ・マネジ

メントにおいて BIM を活用する方法について、研究を行った。この際に、ファシリティ・マネジメ



 

ント用の BIM データの作成方法を整理するとともに既存のマネジメント・システムとの連動を図る

方法について研究を行った。2022 年度において既存のマネジメント・システムと BIM データの連動

に目途がついたため、2023 年度においては、実物件における運用情報の分析結果を BIM データを用

いて視覚化し、施設運営上有用な助言を行うことが出来るのかについて検証を行う。また、施設改

修において、BIM や３次元計測技術の導入による、工事の総合的評価や、改修工事完了後のデータ

の引継ぎに関して研究を行う。また、これら知見を踏まえ、Whole Life Cost の評価を BIM により

実施することを目指す。 

 


